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編
集
後
記

＊
『
言
語
文
化
』
第
二
七
号
は
盛
り
沢
山
で
あ

る
。
紙
媒
体
が
軒
並
み
機
能
不
全
に
陥
り
、
文

学
と
批
評
的
探
究
を
め
ざ
す
雑
誌
が
苦
境
を
強

い
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
け
っ
し
て
大
き
な
メ

デ
ィ
ア
で
は
な
い
が
、
言
語
と
文
化
の
多
様
性

を
体
現
す
る
定
期
刊
行
物
、
つ
ま
り
言
語
に
本

来
の
意
味
で
の
「
雑
誌
」
と
し
て
本
誌
は
健
闘

し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

＊
歌
人
石
井
辰
彦
氏
に
よ
る
短
歌
教
室
は
す
で

に
七
年
を
迎
え
、
そ
こ
か
ら
新
人
賞
を
獲
得
す

る
若
い
歌
人
が
着
々
と
育
っ
て
い
る
。
今
号
で

は
石
井
氏
の
新
境
地
と
し
て
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ

ッ
ト
に
材
を
得
た
新
作
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。

＊
今
号
で
は
二
つ
の
特
集
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は

久
々
に
音
楽
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
の
美
学
を

特
集
し
て
み
た
。
本
学
教
員
で
音
楽
学
専
攻
の

樋
口
隆
一
教
授
の
解
題
の
も
と
に
、
東
京
大
学

教
授
の
小
田
部
胤
久
氏
、
本
学
非
常
勤
講
師
の

山
本
潤
氏
、
伊
藤
綾
氏
に
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
教
授
で

あ
る
デ
ト
レ
フ
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
の
二

論
文
と
ボ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ア
ル
ヒ
ー

フ
元
所
長
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ル
ト
リ
ヒ
教
授
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
論
を
訳
出
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
訳
筆
を
奮
わ
れ
た
本
学
大
学
院
博
士
後
期

課
程
特
別
研
究
生
の
加
藤
拓
未
氏
と
小
林
幸
子

氏
、
さ
ら
に
樋
口
氏
に
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上

げ
た
い
。
ド
イ
ツ
美
学
と
い
う
と
十
年
一
昔
の

ご
と
く
骨
董
弄
り
で
す
ま
し
て
い
る
学
者
も
い

る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
度
的
に
進
行
し

て
い
る
現
在
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
本
特
集
が
そ
れ
に
い
く
ば
く
か
の
貢
献

を
果
た
せ
れ
ば
と
思
う
。

＊
も
う
ひ
と
つ
の
特
集
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月

十
四
日
に
、
本
学
名
誉
教
授
で
あ
る
宇
波
彰
氏

の
導
き
の
も
と
に
研
究
所
が
開
催
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
を
考
え
る
』
の

記
録
で
あ
る
。
宇
波
氏
に
つ
い
て
は
も
は
や
説

明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
い
ち
早
く
ド
ゥ

ル
ー
ズ
や
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
を
翻
訳
紹
介
し
、

今
も
な
お
現
代
思
想
の
最
前
線
を
歩
む
、
文
字

通
り
の
哲
人
で
あ
る
。
向
井
雅
明
氏
は
精
神
分

析
家
で
、『
ラ
カ
ン
対
ラ
カ
ン
』
の
著
者
。
保

科
正
章
氏
は
精
神
科
医
で
、
ラ
カ
ン
の
『
精
神

分
析
の
倫
理
』
の
翻
訳
が
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
現
場
に
あ
っ
て
は
、
難
解
を
極
め
る
ラ
カ

ン
の
思
想
が
こ
の
三
人
の
研
究
家
に
よ
っ
て
し

だ
い
に
囲
繞
さ
れ
解
明
さ
れ
て
ゆ
く
さ
ま
が
ス

リ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

＊
二
〇
〇
九
年
に
は
ま
た
そ
れ
に
先
立
っ
て
、

十
月
九
日
に
岡
本
章
教
授
の
制
作
構
成
の
も
と

に
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
『
バ
ッ
カ
イ
』
と
日
本
の

古
典
芸
能
で
あ
る
『
茨
木
』
を
同
時
に
上
演
し
、

出
演
者
が
そ
の
後
に
壇
上
で
語
る
と
い
う
催
し

が
な
さ
れ
た
。
本
号
に
収
録
さ
れ
た
の
は
岡
本

教
授
に
よ
る
企
画
の
報
告
と
、
一
観
客
と
し
て

の
四
方
田
犬
彦
の
批
評
で
あ
る
。
ま
た
映
画
監

督
で
あ
る
西
川
美
和
氏
と
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
八
谷
和
彦
氏
が
興
味
深
い
講
演
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
記
録
を
収
録
で

き
た
の
は
悦
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊
最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
研
究
所
と
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縁
の
深
い
リ
モ
ー
ジ
ュ
大
学
か
ら
ジ
ャ
ン
＝
ピ

エ
ー
ル
・
ル
ヴ
ェ
教
授
の
古
典
語
教
育
を
め
ぐ

る
論
文
の
続
編
を
い
た
だ
い
た
。
天
沢
退
二
郎

名
誉
教
授
に
よ
る
『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
翻
訳
も

前
号
か
ら
の
続
き
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
内
容
豊

富
な
大
学
刊
行
物
も
珍
し
い
で
あ
ろ
う
と
嘆
息

を
つ
き
な
が
ら
、
こ
の
編
集
後
記
を
終
え
る
こ

と
に
す
る
。 

︵
四
方
田
犬
彦
︶

＊
雑
誌
『
言
語
文
化
』
に
ド
イ
ツ
の
文
化
や
音

楽
に
関
す
る
特
集
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
人
選
に
あ
た
っ
て
、

最
近
、
明
治
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
関

係
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
招
聘
教
授
、

さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
関
係
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て

い
る
若
手
の
教
員
の
優
れ
た
仕
事
を
紹
介
し
よ

う
と
思
っ
た
。

＊
小
田
部
胤
久
教
授
︵
東
京
大
学
︶
は
美
学
が

ご
専
門
だ
が
、「
美
学
か
ら
見
た
日
独
交
渉
史
」

は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
三
一
日
︵
土
︶
に
明
治

学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
世
界
に
向
け
て
︱
︱
日
独
学
術
交
流
の
未
来
」

の
分
科
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
日
独

文
化
」︵
座
長
・
樋
口
隆
一
︶
に
お
け
る
講
演

原
稿
で
あ
る
。
そ
の
後
、
台
湾
や
ド
イ
ツ
で
も

講
演
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
と
い
う
。

＊
デ
ト
レ
フ
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
︵
ワ
イ

マ
ー
ル
音
楽
大
学
︶
は
、
ド
イ
ツ
音
楽
学
会
会

長
も
務
め
ら
れ
た
重
鎮
だ
が
、
ド
イ
ツ
学
術
交

流
会
︵D

AAD

︶
の
支
援
を
受
け
た
本
学
と
ワ

イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
と
の
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
来
日
さ
れ
、
質
の

高
い
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。「
音
楽
と
文

化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
は
、
芸
術
学
科

二
年
生
の
ゼ
ミ
の
た
め
の
英
語
の
講
演
で
あ
っ

た
。
平
明
に
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
じ
つ
は
こ

れ
は
同
音
大
で
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
音
楽
学
会
の

総
合
テ
ー
マ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
で
最

も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
、
若
い
聴
衆
に

ぶ
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

「
リ
ス
ト
の
手
か
ら
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
精
神
を
」

は
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
の
専
門
領
域
で
あ

る
リ
ス
ト
研
究
の
最
先
端
の
成
果
で
あ
る
。
芸

術
学
科
一
年
生
の
た
め
の
「
西
洋
音
楽
通
史
」

の
中
で
、
ド
イ
ツ
語
で
講
演
さ
れ
た
も
の
を
樋

口
が
通
訳
し
た
。
非
常
に
専
門
的
な
内
容
だ
が
、

こ
れ
も
若
い
聴
衆
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
も

の
で
あ
る
。

＊
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ル
ト
リ
ヒ
博
士
は
、
ボ
ン

の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
主
任
研
究
員

と
「
新
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
全
集
」
の
編
集
主
幹

を
務
め
ら
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
の
第
一

人
者
だ
が
、
定
年
退
職
を
機
に
、
二
〇
〇
八
年

春
学
期
に
本
学
招
聘
教
授
と
し
て
来
て
い
た
だ

い
た
。「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
歓
喜
」
は
、
こ

れ
も
芸
術
学
科
の
一
年
生
と
三
年
生
を
対
象
と

し
た
私
の
講
義
の
中
で
ド
イ
ツ
語
で
講
演
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
な
ら
だ
れ

で
も
知
っ
て
い
る
「
第
九
交
響
曲
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
内
容
は
分
か
り
や
す
い
が
、
じ
つ
は
こ

れ
も
最
先
端
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

＊
山
本
潤
非
常
勤
講
師
は
、
文
学
部
共
通
科
目

「
ド
イ
ツ
文
学
」
を
担
当
さ
れ
て
い
る
本
学
の

最
も
若
い
教
員
の
一
人
で
あ
る
。
論
文
「『
記

憶
』
の
継
承
︱
︱
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』

と
口
承
文
芸
」
は
、
東
京
大
学
に
提
出
さ
れ
た

博
士
論
文
に
基
づ
く
書
き
下
ろ
し
で
、
こ
う
し

た
ド
イ
ツ
中
世
文
学
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
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を
紹
介
で
き
る
喜
び
は
大
き
い
。

＊
明
治
学
院
共
通
科
目
の
「
芸
術
学
︵
音
楽
︶」

を
講
じ
ら
れ
て
て
い
る
伊
藤
綾
非
常
勤
講
師
は
、

ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
大
学
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
と
韻
律
に
関
す
る
論
文
で
哲
学
博
士
を

得
た
俊
英
で
あ
る
。「
君
よ
知
る
や
南
の
国
」

と
し
て
知
ら
れ
る
ゲ
ー
テ
の
名
詩
「
ミ
ニ
ョ
ン

の
歌
」
を
歌
詞
と
し
た
ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト
七
曲

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
詩
と
音
楽
の
関
係
を
究
明

し
た
力
作
は
、
実
に
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

寄
稿
者
・
訳
者
各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

　
︵
樋
口
隆
一
︶


